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スペイン都市史：その歴史的意義と重要性

1、欧州近代都市変革の先駆的存在である
（グローバリズムの先駆けとしてのスペイン）
①15Ｃ～ 大航海時代。欧州交易の中心が移行

北欧貿易圏（ハンザ同盟等）・地中海貿易圏（イタリア中心）
→ 大西洋沿岸地域（リスボン、アムステルダム、ロンドン）

②16Ｃ～ 重商主義政策による富の蓄積が都市整備を推進
③18Ｃ後半～ 産業革命による新たな産業都市の勃興

2、約7世紀におよぶレコンキスタの歴史があるため、
その都市や建築にはイスラム的都市の特徴を内包している
（キリスト教都市とイスラム教都市の性格が併存している）

今回の発表では特にマドリードに注目して考察していきます



イスラム以前の古代ローマ時代や西ゴート王国時代には
集落が点在するだけで、原野と森林が広がっていた



856年 イスラム教徒がマンサナーレス川沿いの
マイリット（Ｍａｉｒｉｔ）村の高台に要塞アルムデナを建設

（現在の王宮とアルムデナ大聖堂付近）



現在の王宮と大聖堂（広場を挟んで向かい合っている）
都市としては非常に小規模であることがわかる



1083年 カスティーリャ王国（キリスト教徒）がマイリット城塞を奪取。

1000～1200年 城壁の東側に集落が広がるが、
まだまだ小規模都市に過ぎない（0.343ｋ㎡）



13C マドリードの紋章が制定される（熊と城）
15C～ 後ろ立ちした熊がイチゴの木を食べる図案となる
（アーバンベア？ でも制定当時は大都市ではなかった）



13Ｃ 東側に広がった集落を囲むように城壁が建設された
（16Ｃまで存在）

王宮

プエルタ・デル・ソル



14Ｃ 城壁を越えてさらに東側に集落が広がる

王宮

プエルタ・デル・ソル



15Ｃ 集落を囲むように
簡易な城壁が建設される

城壁は軍事的というより、
経済的（入市税徴収）

衛生的（感染症対策）理由
のために建設された。

※当時、感染症の原因は
湿気と熱による腐敗から生
じるミアズマ（瘴気）という

悪い空気だと考えられてお
り、都市計画にも影響した

1450年 以前より拡張した
がまだ小規模都市

（0.63ｋ㎡）

王宮

プエルタ・デル・ソル
（太陽の門）

プラド



1535 少しだけ広がるが、
それでも小規模都市

（0.812ｋ㎡）

1561 フェリペ2世がトレド
からマドリードに遷都

これにより、
15C中葉の人口は

25,000人程度だったが、
17C末には100,000人

にまで増加した。

現在のマドリードの中心地
であるプエルタ・デル・ソル

（太陽の門）は当時
“東門”であった。

王宮

プエルタ・デル・ソル
（太陽の門）

プラド



遷都の理由

①木材資源が豊富
②教会と貴族勢力からの解放
（新都市なのでしがらみが少ない）
③ペスト対策（乾燥していて標高が高い）
④水資源が豊富
（イスラム伝来の地下水システム「カナー
ト」の存在＝スペイン主要都市では唯一）
⑤王室の狩猟場「エル・パルド」が近い

当時は絶対主義王政の時代なので、
実は⑤が決定的だったようである。

このような歴史もあり、マドリードは「王宮
都市（政治的都市）」としての性格を色濃く
持つことになる。



マドリードにはイスラム時
代以前の遺構はほとんど
残っていないが、古い教
会などには「ムデハル様
式」などイスラムの影響を
受けた建築が見られる。

左写真はマドリードで最も
古い教会の一つ、
「サン・ヒネス教会」

17Cにムデハル様式で建
設され、度重なる火災や
戦災で焼失したが、第二
次大戦後に再建された。



1656年のマドリード（修道院・教会を数多く配した都市計画）
このころの都市規模は2.724ｋ㎡（前世紀の3.35倍）

当時としてはローマ（14.59ｋ㎡）、ロンドン（9.16ｋ㎡）、パリ（6.20ｋ㎡）
よりも大分小さく、アムステルダム（4.12ｋ㎡）にも及ばない。

コペンハーゲン（3.23ｋ㎡）と同程度であり、
姫路（2.66ｋ㎡）・堺（2.40ｋ㎡）よりもわずかに大きい程度

プラド

王宮

プエルタ・デル・ソル



1759年 国王カルロス3世
がナポリより到着

（この頃人口15万人）
大国の首都にふさわしい

都市改造に着手
現在マドリードにある歴史
建築物の多くはこの時代

に建設された
後世「市長王」と呼ばれ、
歴代国王でも一番人気

王宮
プエルタ・デル・ソル

プラド



19Ｃのマドリードは近代都市に生まれ変わったが、
都市規模は200年前とあまり変わらなかった（人口は30万人に増加）
そうした中、1854 城壁の取り壊し作業が開始され、
1858 イサベル2世運河（水道）が開通する。
特に後者は成長を阻害していた
水不足問題の解決を意味していた。

王宮
プラド



1860年に大規模都市拡張
計画（エンサンチェensanche

）が策定される。
これが基礎となり、マドリー
ド市の現代に至るまでの都
市成長や都市構造・機能を
決定することになる。
旧市街地を取り囲むように
格子状の市街地が整備さ
れているのが特徴。
これは同時期に策定された
バルセロナの都市計画に
影響を受けており、
当時人体に有害とされてい
た北東の風を避けるために
東西南北方向に街路整備
したとのこと。

王宮

プラド



王宮

王宮

プラド

1910年の都市規模は12.647ｋ㎡ で
あり、前世紀（1835年3.268ｋ㎡ ）と

比較して、約4倍に拡大した。

人口も順調に増加している。
1900年 人口54万人
1930年 人口95万人
1960年 人口226万人



王宮
プラド



王宮
プラド



21Cのマドリードは五輪開催地に立候補するとともに、大規模な都市
再生計画に着手した。その目玉がM-30高速道路の地下化による、

マンサナーレス川の環境改善計画「Madrid Rio」である。



「Madrid Rio」のことを調べていて、想起されたのは、
独デュッセルドルフのラインプロムナード（高速道路の地下化）や

韓国ソウルの清渓川（高速道路の撤去）である。
マドリードもこれらと並ぶ、都市再生の成功例といえるだろう。

左写真：デュッセルドルフ 2019年視察時撮影
右写真：ソウル 2015年視察時撮影



そして現在、スペインの首都・マドリードはヨーロッパ屈指の
大都市となっている（ベルリンに次ぐ２位）

ＥＵ加盟諸国の都市人口ランキング（単位：千人）

１ ベルリン 3,645

２ マドリード 3,277 ←

３ ローマ 2,760

４ パリ 2,206

５ ウィーン 1,897

６ ハンブルク 1,841

７ ワルシャワ 1,793

８ ブダベスト 1,737

９ ブカレスト 1,723

10 バルセロナ 1,628

※総務省統計局『世界の統計2024』より
※「都市圏」ではないのでパリの順位が低くなっている



まとめ

・マドリードは古代・中世（前期）の歴史に乏しい比較的新しい
都市で、ヨーロッパの大都市としては珍しく、港湾がないばか
りか河川交通にも恵まれていなかった。

・地勢的に周囲から孤立した「王宮都市（政治的都市）」として
建設されたが、「帝国」の首都としては小規模で貧弱な都市で
あった。

・しかし困難を乗り越え、見事に近代都市として生まれ変わり、
現代においては、街並みの美しさと美術館などの文化施設を
兼ね備えた「観光都市」として発展している。

・イスラムの影響やバルセロナというライバルの存在というの
は特にユニークであり、歴史の節目節目で計画的なまちづくり
がなされ、それらが全て成功していることも注目に値する。
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